
　2015年6月20日・21日に法政大学多摩キャンパスにおいて日本コミュニティ心理学会第18回大会を開催いたしました。キ
ャンパスが東京の外れにあり、開催する棟が抄録集の表紙の写真にしか掲載されていなかったため、ご参加いただいた皆様
には大変ご迷惑をおかけしたと思います。それにも関わらず130名をこえる方々にご参加いただけたのは嬉しい限りです。
　今年の大会テーマは「コミュニティへの入り方」ですが、この能力に長けた学会員の皆様であったのは幸運でした。実は、
キャンパスにはタヌキとイノシシだけでなく、マムシも生息するのですが、これは内緒にしました。いろいろ問題のあるキ
ャンパスなのです。そんなわけで、懇親会では事務局長がカクテルを作り、副大会長に似た大会長が塩漬け卵とチーズの燻
製を作成し、二次会で秘蔵の「竹鶴17年」を放出しました。休憩室にネスプレッソも置きました。飲食物でごまかす、いや
もてなさせていただきました。
　さて本大会では、今後本学会を背負ってゆく若い学会員にお願いし、シンポジウム「コミュニティへの入り方」を開催し
ました。シンポジストは、 荊木まき子先生（大阪教育大学）、上田将史先生（医療法人鉄蕉会亀田総合病院）、大林裕司
先生（一般社団法人 心理支援ネットワーク 心PLUS）、コメンテーターは中村菜々子先生（兵庫教育大学）です。学校、
病院、企業の3つの異なる機関における心理職の入り方についての具体的なお話を伺うことができました。機関の特徴に応
じて関わり方を変えるなどとても実践的な内容になり、これはコミュニティ心理学が今後取り組むべき重要はテーマだと確
信しました。2日目は山崎亮先生（studio-L・東北芸術工科大学・京都造形芸術大学）に「コミュニティデザイン-コミュニ
ティの課題をコミュニティの人たちの力で解決する-」のテーマで講演をしていただきました。コミュニティに入る時と去
る時の工夫（演出？）の仕方を笑っているうちに学べたのではないでしょうか。
　学会員による発表も充実し、口頭発表では、村本邦子先生の「東日本大震災後の現地支援機関との協働関係構築プロセス
～『東日本・家族応援プロジェクト』の4年を振り返って～」、ポスター発表では、小栗貴弘先生の「高校中退リスク評価
尺度（RASHD）の開発(1)― 項目分析および因子分析を用いた項目の選定 ―」が大会賞を受賞されました。
　次の大会開催場所ですが、まだ確定していません。東京、地方、東京の流れがありますが、本キャンパスは東京なのか地
方なのか分かりませんね。どちらに決まっても暖かく受け入れていただけると嬉しいです。最後に、今回の大会のお手伝い
をしてくれたのは法政大学と上智大学の院生（学部生も1人）・修了生43名であったことを報告させていただきます。

第１8回大会を終えて
　　丹羽郁夫（大会長　法政大学）　萩原豪人（副大会長　法政大学）
　　　　　　　　　　　　　　　　　平野貴大（事務局長　立教大学）

8No.08　2016年1月発行　編集・発行・日本コミュニティ心理学会広報委員会

1

　読んで字のごとく、『ニーズ』を『アセスメントすること』
である。コミュニティ心理学においては、プログラム評価
におけるプロセスの一部分に位置づけられている。プログ
ラムやサービスを、必要としている人々に必要なだけ提供
するために、プログラムやサービスの利用者、ステークホ
ルダー（利害関係者）のニーズを把握する手続きである。
アセスメントの手法としては、社会指標法、フィールド調査、
コミュニティフォーラム、キーインフォーマントへのヒア
リングがあげられる。詳細については、安田（2 0 1 1 ）を参
考のこと。
 ところで、ニーズアセスメントにおいてアセスメントの対
象となる『ニーズ』とは何か。これがなかなか難しい。心
理学界隈では、マズローの欲求段階説が有名であろうし、

ニーズアセスメント

役立つキーワード　久野光雄（宮原メンタルクリニック）　

臨床場面では、『この方には支援ニーズがある』といった
使われ方もする。「もし高校野球の女子マネージャーがド
ラッカーの『マネジメント』を読んだら」で再評価された
経営学者ドラッカーの著書にも、ニーズへの言及がある。
 このように、『ニーズ』とは様々な領域で一般的に使われ
る言葉であり、それだけ浸透している概念なのだが、それ
ゆえ、使用する人物、文脈によって、その言葉の指す意味
合いは大きく異なる。ニーズアセスメントをする際は、『ど
のような概念に基づいたニーズをアセスメントしようとし
ているのか』についてもきちんとアセスメントをしたい。

安田節之 2011 プログラム評価　対人・コミュニティ援助
の質を高めるために　新曜社
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研修委員会　研修参加報告
「コミュニティ心理学の魅力を語る ―コミュニティ心理学における実践と研究の融合を目指して」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研修委員会委員　高橋　美保（東京大学）
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第１8回大会に参加して
　～　大学院生より　～
　法政大学多摩キャンパスという雄大な自然に囲まれた土地での2日間の学会で，私はとても有意義な時間を過ごすことが
できました。学生スタッフという形で参加させていただいたのですが，大会発表などいくつかの企画を聴講することができ、
そのようなご配慮をしていただいた企画・運営の先生方に感謝しております。
　私が参加させていただいた企画の中で特に印象に残っているのは大会企画である「コミュニティへの入り方」です。医療・
産業・学校の分野でご活躍されている先生方が各領域にどのように入り、他の専門職の方とどのように関わっていくのかな
どを話されており、とても参考になりました。心理の専門職としてその専門性を活かすためには，そのコミュニティの実情
やそのコミュニティに属する人との関係性などをよく知らなければいけないという基本的な視点を改めて実感できた企画で
した。
 　最後になりますが、そのような企画・シンポジウムを運営，提供していただいた先生方に改めて感謝申し上げます。 
（法政大学大学院　畠山 成弥）

　6月20日・21日に行われた日本コミュニティ心理学会に、私は学生スタッフという形で参加させていただきました。今回、
スタッフの仕事の他にも様々な企画に参加することができました。
　その中でも特に印象的だった企画は、山崎亮先生による公開講演「コミュニティデザイン－コミュニティの課題をコミュ
ニティの人たちの力で解決する－」です。コミュニティに入っていくときに、そのコミュニティの人とどのように関係を作
っていくか、そして、そのコミュニティの人たち自身でどう問題を解決していけるかという説明がとてもわかりやすく印象
に残っています。福島県での、地域の人との関係づくりのお話もとても勉強になりました。地域づくりをしていくときに、
押しつけがましくなく地域に入っていくことが大切ということを改めて考えることができました。
　院生の集いや懇親会にも参加させていただき、沢山の先生方や他大学の院生とも交流することができました。2日間の学
会で多くのことを吸収でき、とても有意義な時間を過ごせました。このようなご配慮をしていただいた先生方に心より感謝
申し上げます。（法政大学大学院　栗山 千鶴）

　研修委員会では、平成24年以降、古き良きコミュニティ心理学会の伝統的研修スタイルである宿泊研修の復活を様々な形
で試みてきた。第三弾となる平成26年度は、温泉こそないが、逗子にある大正時代の建物を今も大事に使っているKKR逗子
松汀園にて1泊2日の宿泊形式で実施された。
　今回の研修会は「コミュニティ心理学の魅力を語る－コミュニティ心理学における実践と研究の融合を目指して」と題し
て開催された。日頃、座学で学ぶコミュニティ心理学に理論的な魅力を感じたとしても、初学者がいきなりコミュニティ心
理学をベースとした実践や研究するのは難しい。その本当の魅力を実感するのはむしろ現場に出てからかもしれないが、現
場で研究をするのは容易ではない。今回の研修会はこのような実践と研究の解離を埋めることを目的に企画された。
　平成27年3月7日（土）8日（日）、19名が逗子に集い、コミュニティ心理学の魅力を熱く語り合った。初日には、大学の
国際センターでの実践をベースにコミュニティ心理学的アプローチから研究を行っている東京大学国際センターの大西晶子
先生にご登壇いただき、実践をベースにした研究についてお話しいただいた。また、大西先生の実践研究について、日本コ
ミュニティ心理学会会員の吉武清實先生、加賀美常美代先生、丹羽郁夫先生にコミュニティ心理学の魅力を読み解いていた
だくことで、コミュニティ心理学のアプローチや視点を共有した。2日目には、平成26年度の学会の大会優秀発表賞受賞者
である立教大学大学院の高杉葉子先生にご登壇いただき、受賞研究の研究体験について苦労や裏話を交えてお話しいただい
た。研究委員会委員の浅井健史先生より総評をいただき、良いコミュニティ心理学とは何かについて議論した。
　これらの講演者の発表を通して実践と研究をつなぐ難しさとおもしろさを共有する一方で、若手研究者が自身の研究につ
いてざっくばらんに相談する研究相談会を開催し、4名が各自の研究発表を行った。じっくりと時間をかけて、コミュニテ
ィ心理学的な視点からの研究の発展可能性について議論しあった。
　研修後に実施したアンケートでは、全般にわたって高評価が得られた。24時間の中で形成された新たなコミュニティが、
これからの実践と研究を生むインキュベーションとなれば幸いである。



　月の震災により、事前の参加申し込みすらできない状況の中、
大会直前に久田大会長からメールで、「院生の集いの運営をお願
いしたい」というご命令をいただき、急遽今回の院生の集いの運
営をさせていただくことになりました。
　何分急な話でしたので、とにかく当日は大学院生の皆さんが情
報交換をできる場を設定できれば、と思い会場に行きましたが、
会場や必要なものの準備まで、必要があればその場でスタッフの
皆さんに用意してもらうような状況でした。迅速な対応をしてい
ただきました、スタッフの皆様ありがとうございました。
　結果としては関東、中部、九州をはじめとした１０の大学から、
２７名の方にご参加いただき、少人数のグループに分かれて情報
交換を行うことができました。この集いへの参加を刺激にして、
将来の研究へとつながっていけば幸いです。

3

  

＜参加者より＞
●逗子にある隠れ宿で大正時代の香りを思う存分味わいながら，とても充実した二日間を過ごすことができました。
　今回の研修会はタイトル通り，まさに「コミュニティ心理学」「実践と研究の融合」がキーワードとなった研修会だった
と思います。臨床・教育現場で実践活動に従事しながら研究を進めているということが多くの参加者が共通して持っている
テーマだったと思います。数多くの企画から実践現場に身を置きながら，フィールド研究を行う上での難しさ，大変さ，ま
たそのような研究の大切さ，面白さを再確認できました。私自身も実践現場をフィールドに研究を行っていますので，いか
にデータを有効に活かすかという点においてとても参考になったと同時に，私自身がとても励まされて，エンパワーされま
した。
　特に，企画の中の実践講演では，大西晶子先生が「大学内の国際センターをフィールドとした実践研究」をテーマにご講
演され，その後先生方がコミュニティ心理学の視点から深く読み解いてくださったので，大変興味深かったですし，いつも
以上に得られるものが多かったように思います。さらに，懇親会では様々なフィールドで活躍されている若手研究者と交流
しながら，情報交換もできましたし，若手研究者同士のつながりもできました。
　また，私自身は研究相談会で，「日本語学校における留学生メンタルヘルスサポートシステムの開発-ICTを活かしたシス
テム構築-」をテーマに計画遂行中の博論研究についてご検討頂きました。通常の研究発表よりも長く，45分のお時間が取
れたので，多くの先生方と参加者の方に様々な視点からアドバイスをいただくことができました。（東京大学大学院　AN Tingting）

●今回，博士論文のヒントになればと参加しました。企画研究はどちらも博士論文の発表であり，自分の研究を振り返りな
がらの参加となりました。1日目の大西先生の発表は，留学生に提供可能な多文化視点での学生相談サービスの探索でした。
その中で，自身の実践者と研究者としての視点が一致しないなかで折り合いをつける困難さが研究上の難しさとして挙がっ
ていました。2日目の高杉先生の発表も，カルト宗教というコミュニティに入ること自体が難しいフィールドに対して，丁
寧に関係者と信頼関係を作りながら研究活動を進めてこられた姿が印象的でした。
　研究相談会でも医療や教育，福祉の現場で人々と向き合い，見えてきたことをことばにしていく過程を拝見することが出
来ました。「読み解き人」の先生による「アイロンをかけ"正装させる"のが研究論文である」とのコメントに，現場で感じ
ることをことばに落とす作業に苦心する身にとっては，身に染みるものがありました。自分の実践現場での研究は，同僚や
援助対象者となる人々を，新たな切り口や距離感で見直すことにもつながっていくように思えます。研究論文作成の過程で
は，自分の内にある感覚と向き合い，周囲に還元してゆく作業でもあるとも考えさせられました。（兵庫教育大学連合大学
院　荊木まき子）

日　時：平成27年３月７日（土）８日（日）
場　所：神奈川県逗子市　ＫＫＲ逗子松汀園
＜７日＞
◎企画①　
コミュニティ心理学から読み解く実践講演
「大学内の国際センターをフィールドとした 
   実践研究」（大西晶子　東京大学）
◎講演を受けて
「コミュニティカフェー実践研究をコミュニ
   ティ心理学から読み解く」

（読み解き人　加賀美常美代先生、
               吉武清實先生、　丹羽郁夫先生）
◎研究発表　①杉浦久美子　
                  ②A N  T in g tin g

＜８日＞
◎企画②優れた実践研究の紹介
「第17回コミュニティ心理学会優秀賞発表」
 （高杉葉子　立教大学大学院）
◎研究発表　③金杉泰子　④柴宮渓太
　　　　　　⑤蛯原　千晶




